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町望爵象-鶏I銀

三
一
回

日
日 己

対象

中学校社会科・高校日本史・成人(一般教養）
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解説

秀吉の町づくり 16111紀木、天下を統 ･した豐臣秀占は大阪に城を築き、ここを覇
者の根拠地とした。大|坂は水連に恵まれ、 その水路は国内はもとより、遠く海外に

も通じていた。秀古は堺や平野郷の豪商たちを移住させ、大阪を政治と緬斉の中心

地として発展させた。しかし秀吉が没し、大阪冬・夏の陣の戦いて豐臣氏は滅んだ。
大阪の町はこの時、城もろとも焼払われる｡｢大阪夏の陣図屏風」は両軍の激突の

様子を兒明に描いている。

天下の台所覇権を握った徳川家康は、政治の!|!心を江戸へ移した。しかし大きな

打撃を受けた符の大阪はたちまち復興する。当時江戸は急激に人I 1が増加し、幕府
はその生活物資の補給地を、産業の発達していた上方に求めた。こうして大|坂は諸

国の産物の集散地として大いに繁栄した。 そのころの町の情景は「大阪市街図屏風」
に偲ぶことがて､､きる。IIj内に縦横に掘られた運河は、淀川の氾濫から町を守り､舟運

を便利にした｡｢大阪三郷町絵図」は元禄に近い頃に描力､れた貴重な資料である。
中之島と淀屋常安今、関西経済の!|!枢というべき'l!之島は、 もともと淀川の'l$州

に過ぎなかったが、豪商淀屋常安によって開拓された。

江戸時代は、米が経済の基調で各藩は年貢米や自領の産物を大阪て､商人たちに売

り捌かせ蒲の恥原とした。このため中之島I制辺には各藩の蔵屋敷が並び、元禄年間

には三百万俵の米が大阪に集められ、米相場が決められた。

両替商と大名貸し その頃は、金貨・銀貨、 そして銭と三通りの通貨がそれぞｵ疏
j由していたので、 その交換や為替業務を1!峨摘が行った。裕福になった商人たちの

1'1には、産物を担保に大名に金融を行う者もで､てきた。

町人文化西鶴と近松こうして緬斉力を高めた大阪町人たちは、元禄文化の主役
ともなった。井原関鶴は「||本永代蔵」や「||燗胸算用」なビで、始未、才覚、算

州を旨として商いに精出す新興町人の姿をリアルに描いている。文学より、さらに

身近に庶民の心を捉えたのは歌舞伎てあり、人形i秘鄙禺であった。大阪朝日座の舞

台て､演じられるのは、1711年に初演された近松の名作「冥途の飛脚｣。

大阪町人の学問所1724年､町人たちが出資して学問所|喪徳堂が作られた。1838年、

静j堵緒方洪庵が開いた通塾。その名簿には、幕末と明治のI1本を支えた村田蔵六、

橋本左内、福沢諭吉などの名前も見える。

やがて明治になると、新政府は造幣局を大阪に開設した。新い､貨幣を鋳造する

ための大判や'1判が、大阪にもっとも多く貯えられていたからである。この時から

造幣局は日本の貨幣を製造し続け、 また大阪の化学工業の基礎にもなった。

大|坂の人々の持つ合理精神は常に新しい価値を求め続け、 そのエオ､ルギーは今も

渦まき、時の流れと共に町は絶えず変容して未来を||指している。（28分）
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▲文学をはじめて庶民にまで広げた井原西鶴
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、

流
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し
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、
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回
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